
1 

 

大垣女子短期大学 令和元(2019)年度 学生の学修状況 

R2.6.23 IRセンター 

 

Ⅰ．単位修得等の状況 

 

１． 前 期  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                ※ 前期終了日(令和元年９月２２日)付で退学した学生を含む。 

                                ※ 学期途中に休学・退学した学生は、算出対象者から除外した。 

 

 

2. 後 期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           ※ 後期終了日(令和２年３月３１日)付で退学した学生を含む。 

                           ※ 学期途中に休学・退学した学生は、算出対象者から除外した。 

                           ※ 幼児教育学科については、新型コロナウイルス感染症予防・拡大防止 

                             のために実習が延期となっている一部科目を除外して算出した。 

学科 学年
期首

在籍者数
休学者数

期中
退学者数

算出
対象者数

総履修
単位数

履修平均
単位数

総修得
単位数

修得平均
単位数

単位修得率

１年次生 44 ー ー 44 1,092 24.8 1,088 24.7 99.6%

２年次生 47 1 1 45 1,045 23.2 1,013 22.5 96.9%

３年次生 31 1 ー 30 538 17.9 535 17.8 99.4%

１年次生 37 ー ー 37 835 22.6 802 21.7 96.0%

２年次生 26 ー ー 26 379 14.6 369 14.2 97.4%

１年次生 45 ー ー 45 987 21.9 981 21.8 99.4%

２年次生 50 1 ー 49 750 15.3 713 14.6 95.1%

１年次生 49 1 ー 48 1,281 26.7 1,275 26.6 99.5%

２年次生 59 ー ー 59 974 16.5 954 16.2 97.9%

３年次生 49 2 ー 47 494 10.5 494 10.5 100.0%

２年次生 79 ー ー 79 1,830 23.2 1,820 23.0 99.5%

３年次生 96 1 ー 95 1,033 10.9 1,017 10.7 98.5%

幼児教育

デザイン
美術

音楽総合

歯科衛生

看護

学科 学年
期首

在籍者数
休学者数

期中
退学者数

算出
対象者数

総履修
単位数

履修平均
単位数

総修得
単位数

修得平均
単位数

単位修得率

１年次生 44 1 ー 43 791 18.4 765 17.8 96.7%

２年次生 45 1 ー 44 814 18.5 783 17.8 96.2%

３年次生 31 1 ー 30 459 15.3 455 15.2 99.1%

１年次生 37 ー ー 37 757 20.5 676 18.3 89.3%

２年次生 26 ー ー 26 365 14.0 361 13.9 98.9%

１年次生 45 ー ー 45 911 20.2 910 20.2 99.9%

２年次生 49 ー ー 49 757 15.4 731 14.9 96.6%

１年次生 49 1 ー 48 995 20.7 981 20.4 98.6%

２年次生 59 1 ー 58 825 14.2 824 14.2 99.9%

３年次生 49 ー ー 49 392 8.0 390 8.0 99.5%

２年次生 78 ー ー 78 1,170 15.0 1,131 14.5 96.7%

３年次生 95 ー 1 94 733 7.8 733 7.8 100.0%

幼児教育

デザイン
美術

音楽総合

歯科衛生

看護
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Ⅱ．学修成果の状況 

 

１．評価等の方法 

（１）学生の成績評価 

  ① 成績の評価 

     秀（AA）：１００－９０点、優（A）：８９－８０点、良（B）：７９－７０点、可（C）：６９－６０点、不可（D）：５９－０点の

５段階とし、可（C）以上を合格とする（１００点満点として、６０点以上を合格、それに満たない者は不合格）。 

 

  ② 観点別評価 

     成績評価にあたっては、学生の学修成果を多面的にとらえるため、「教育に関する基本方針」の到達指標に基

く観点別の評価もあわせて行うものとし、観点及び基準はシラバスに明記する。 

 

（２）学修状況の指標 

  ① GPA（グレード･ポイント･アベレージ：授業科目での到達目標の全体的達成状況を示す学びの結果として活用） 

     履修科目で算出したGP（グレード･ポイント：(得点－５５)÷１０、６０点未満は０）に当該科目の単位数を乗じた

値を履修全科目で総計し、それを履修総単位数で除して算出した平均値。本学では原則として、各科目におけ

る成績の素点を線形に変換して、直接グレードポイントを算定する、いわゆる「ファンクショナル GPA」の算法

によるGPA指標を採用している。また、GPAの目標値については、｢2.3｣以上としている。 

 

  ② GPC（グレード･ポイント･クラス･アベレージ：授業科目における到達目標の達成状況と、設定している到達目

標のレベルの適格性を検討するために活用することとしており、目標値とあわせて水準指標を設定している） 

     各履修者の成績得点からそれに対応する GP を算出し、これらの合計を当該授業科目の履修登録者数で除

して得られる数値をいい、すべての授業科目における目標値を２．０以上とするとともに、同じく努力目標とする

水準指標を｢GPC3.0±1.0｣としている。 

 

 ＊（１）（２）の詳細については、本学「学修成果等の検証に関する方針（アセスメント･ポリシー）」参照。 

 

 

２．達成と成果の状況 

 

（１）GPCの状況 

  ① 前 期 

 

   ア．専門科目 

 

   （ア）幼児教育学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.07 
2.51 
2.52 

2.08 
2.46 

2.87 
2.74 

2.69 
2.53 

2.71 
1.50 

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

子ども家庭福祉
保育原理

発達心理学
子どもの保健
乳児保育Ⅰ

保育入門演習
音楽Ⅰ

図画工作Ⅰ
国語

幼児と言葉
ウインドアンサンブル

幼児教育学科１年専門科目GPC

2.87 
3.08 

2.77 
2.52 

2.69 
2.52 

2.64 
2.56 
2.60 

2.30 
2.33 

2.95 
2.95 

3.67 
2.74 

3.47 

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

在宅保育

子育て支援の基本

保育者のためのピアノⅠ

保育実習Ⅰｂ

実習指導Ⅰｂ

保育実務研修Ⅰ

保育実務研修Ⅱ

保育・教職実践演習Ⅰ

子ども研究Ⅰ

音楽療法・臨床

音楽療法総合演習

器楽と表現活動Ⅰ

造形表現とこころ

生涯スポーツⅠ

障がい者スポーツ演習

特別支援教育Ⅱ

幼児教育学科３年専門科目GPC
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   （イ）デザイン美術学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （ウ）音楽総合学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.15 
3.14 

2.81 
2.80 

2.49 
3.83 

2.26 
3.14 

3.32 
2.71 
2.71 

2.64 
2.44 

2.02 
2.27 

2.73 
2.20 

2.71 

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

日本・東洋美術史

ＣＧ概論

描写基礎

描写基礎

クロッキー基礎

ビジネス情報演習

ビジュアルリテラシー

フィギュア入門

セラミックス体験

ＣＧ基礎

ＣＧ基礎

デザインワーク基礎

デザインワーク基礎

背景画基礎

シナリオ基礎

マンガ基礎

デジタルコミック基礎

似顔絵

デザイン美術学科１年専門科目GPC

2.38 

2.88 
3.13 
3.09 

2.12 
2.78 

2.38 
2.13 

2.27 
2.27 

3.71 
3.02 

2.24 
2.00 

2.13 
2.38 
2.46 

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

クロッキー

ビジネス情報演習

絵画基礎

３ＤＣＧ

セラミックス体験

クラフト

創作アニメーション

メディア表現

デジタルクリエイションⅠ

デザイン論

グラフィックデザイン

インフォグラフィック

デジタルキャラクター

コミックイラストレーション応用Ⅰ

ストーリーマンガ

少女マンガ

アドマンガⅠ

卒業研究

デザイン美術学科２年専門科目GPC

2.45 

3.50 

3.40 

2.65 

2.13 

2.95 

2.74 

2.64 

2.67 

2.53 

2.08 

1.60 

2.86 

3.12 

2.60 

2.33 

3.86 

3.45 

2.26 

2.94 

2.83 

2.60 

1.40 

2.90 

2.22 

2.11 

2.22 

2.11 

2.82 

2.33 

2.80 

2.07 

2.08 

2.77 

1.48 

1.48 

1.93 

1.93 

2.28 

3.02 

2.14 

1.98 

2.08 

1.94 

3.12 

1.96 

3.00 

2.44 

1.83 

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

ピアノⅢ

ピアノⅢ

電子オルガンⅢ

電子オルガンⅢ

副科ピアノⅢ

副科電子オルガンⅢ

Ｐ・ＯｒアンサンブルⅡ

ピアノ指導法

楽曲研究

プレイヤー演習Ⅱ

演奏グレード対策(ピアノＡ)Ⅲ

演奏グレード対策(ピアノＢ)Ⅲ

演奏グレード対策(電子オルガン)Ⅲ

指導グレード対策ＡⅢ

指導グレード対策ＢⅢ

和声学Ⅲ

和太鼓Ⅰ

生涯スポーツⅠ

臨床における即興技法Ⅰ

音楽療法・臨床

音楽療法実践Ⅲ

卒業演奏Ⅰ（Ｐ）

卒業演奏Ⅰ（Ｏｒ）

卒業演奏Ⅰ（Ｏｒ）

卒業論文Ⅰ

音楽総合特講Ⅱ

ソルフェージュⅢ

鍵盤楽器Ⅲ

鍵盤楽器Ⅲ

ポピュラーミュージックⅠ

作譜

ウインドアンサンブルⅠＣ

ウインドアンサンブルⅡＣ

吹奏楽指導法Ⅰ

リペア応用(木管Ⅰ)Ａ

リペア応用(木管Ⅱ)Ａ

リペア応用(金管Ⅰ)Ａ

リペア応用(金管Ⅱ)Ａ

演奏会研究Ⅲ

奏法研究Ⅰ

楽器奏法Ⅲ

楽器奏法Ⅲ

楽器別演習Ⅲ

楽器業界ビジネスⅠ

マーチング指導法Ⅰ

楽器店実習

楽器講師資格対策

卒業演奏Ⅰ（Ｗ）

卒業研究Ⅰ

音楽総合学科２年専門科目GPC
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   （エ）歯科衛生学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (オ)看護学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   イ．教養科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.24 
0.65 

2.13 
3.18 

2.56 
2.09 

2.26 
3.30 

1.77 
2.75 

1.67 
1.67 

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

解剖学
生理学

口腔解剖学Ⅰ
病理学

微生物学
口腔衛生学Ⅰ

歯科衛生士概論
歯科臨床概論

歯周病予防技術法Ⅰ
歯科保健指導基礎

診療補助総論
診療補助基礎Ⅰ

歯科衛生学科１年専門科目GPC

2.58 
3.24 

2.27 
2.77 

2.14 
3.74 

2.89 
1.55 

1.93 
3.35 

1.70 
2.92 

1.42 
1.62 

3.03 
2.93 

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

衛生公衆衛生学
保健情報統計学

保存修復・歯内療法学
歯科補綴学
口腔外科学
矯正歯科学

高齢者・障がい者歯科学
歯周病予防技術法Ⅲ

う蝕予防処置法Ⅱ
摂食嚥下リハビリテーション学

保健指導法Ⅱ
発達口腔保健演習
診療補助実習Ⅰ
診療補助実習Ⅱ

介護技術演習
看護概論

歯科衛生学科２年専門科目GPC

2.34 
3.23 

1.99 
3.20 

2.52 
0.90 

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

口腔健康支援法
地域歯科保健活動Ⅱ

審美歯科
臨床・臨地実習Ⅱ
臨床・臨地実習Ⅴ
歯科総合演習Ⅰ

歯科衛生学科３年専門科目GPC

2.57 
2.17 

3.11 
3.18 

1.25 
2.33 

2.09 
1.72 

1.46 
1.34 
1.37 

1.84 
1.92 

1.12 
1.66 

2.02 
2.52 

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

リハビリテーション論

社会福祉論

臨床薬理学

臨床病理学

看護過程演習

看護過程実践実習

成人看護援助論(急性期)

成人看護援助論(慢性期)

老年看護学概論

老年看護援助論

在宅看護概論

在宅看護援助論

小児看護学概論

母性看護学概論

母性看護援助論

精神看護学概論

精神看護援助論

看護学科 ２年専門科目GPC

2.17 
2.50 

1.55 
2.12 

3.22 
3.46 

3.90 
2.52 

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

成人看護学実習(急性期)
在宅看護論実習
小児看護学実習
母性看護学実習

救急看護・災害看護
終末期看護論

病態生理学
看護研究

看護学科 ３年専門科目GPC

2.88 

2.89 

2.44 

2.11 

2.50 

2.78 

1.62 

1.99 

2.65 

2.84 

2.71 

3.38 

3.49 

2.50 

2.50 

2.39 

1.62 

2.31 

3.21 

2.95 

2.46 

3.21 

2.16 

4.00 

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

外国語コミュニケーションⅠ

外国語コミュニケーションⅠ

国語表現

国語表現

日本国憲法

日本国憲法

女性学

生活環境論

基礎生物

基礎生物

音楽療法入門

スポーツ演習Ⅰ

スポーツ演習Ⅰ

体育Ⅰ

体育Ⅱ

情報科学

情報科学

情報科学

情報科学

情報科学

教養・キャリア基礎演習Ⅰ（幼教）

教養・キャリア基礎演習Ⅰ（デ美）

教養・キャリア基礎演習Ⅰ（音楽）

教養・キャリア基礎演習Ⅰ（歯科）

教養科目（１年） GPC
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  ② 後 期 

 

   ア．専門科目 

 

   （ア）幼児教育学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （イ）デザイン美術学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 幼児教育学科専門科目については、                                           

 新型コロナウイルス感染症予防・拡大                                               

 防止のために実習が延期となっている                                               

 一部科目を除外した。 
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   （ウ）音楽総合学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （エ）歯科衛生学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.60 
1.26 

2.38 
2.78 

1.93 
2.69 

1.20 
1.32 

1.69 
2.15 

1.50 
2.26 

1.04 

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

口腔解剖学Ⅱ

薬理学

栄養生化学

口腔衛生学Ⅱ

小児歯科学

歯科放射線学

歯周病予防基礎

歯周病予防技術法Ⅱ

う蝕予防処置法Ⅰ

保健指導法Ⅰ

発達口腔保健学

コミュニケーション演習

診療補助基礎Ⅱ

歯科衛生学科１年専門科目GPC

3.14 
2.06 

2.52 

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

臨床・臨地実習Ⅲ
歯科総合演習Ⅱ

歯科医学特講

歯科衛生学科３年専門科目GPC
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   （オ）看護学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   イ．教養科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）GPAの分布状況（令和元年度及び累積） 

 

  ① 幼児教育学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.15 
2.49 

2.15 
2.30 

1.68 
2.27 

1.39 
1.68 

1.92 
2.31 

1.83 

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

看護医療安全管理学

看護関係法令

成人看護演習

成人看護学実習(慢性期)

老年看護演習

老年看護学実習Ⅰ

在宅看護演習

小児看護援助論

小児看護演習

母性看護演習

精神看護演習

看護学科 ２年専門科目GPC

2.67 

3.02 

1.97 

2.23 

2.91 

3.56 

2.64 

1.20 

2.94 

2.60 

2.68 

2.31 

3.81 

3.05 

2.80 

2.29 

3.64 

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

外国語コミュニケーションⅡ

外国語コミュニケーションⅡ

心理学

心理学

地域の歴史と文化

くらしの科学（物理・化学）

子育て入門

美術入門

スポーツ演習Ⅱ

情報活用（幼教）

情報活用（幼教）

情報活用

情報活用

教養・キャリア基礎演習Ⅱ（幼教）

教養・キャリア基礎演習Ⅱ（デ美）

教養・キャリア基礎演習Ⅱ（音楽）

教養・キャリア基礎演習Ⅱ（歯科）

教養科目（１年） GPC

0
1

2
1

13

20

5

1
0

0

5

10

15

20

～0.5 ～1.0 ～1.5 ～2.0 ～2.5 ～3.0 ～3.5 ～4.0 ～4.5

幼児教育学科１年GPA    （年度･累積）分布(人)

(GPA値)

(n=43)

平 均 値 ：2.54

中 央 値 ：2.55
下位1/4：2.24

※ 幼児教育学科専門科目については、                                           

 新型コロナウイルス感染症予防・拡大                                               

 防止のために実習が延期となっている                                               

 一部科目を除外して算出した。 
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  ② デザイン美術学科 
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幼児教育学科２年 GPA （年度） 分布(人)
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下位1/4：2.０２
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下位1/4：2.３１
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(n=30)

平 均 値 ：2.71

中 央 値 ：2.76
下位1/4：2.５６
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デザイン美術学科2年GPA（累積）分布(人)

(GPA値)

(n=26)

平 均 値 ：2.５２

中 央 値 ：2.４４
下位1/4：2.２５



9 

 

  ③ 音楽総合学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ④ 歯科衛生学科 
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(GPA値)

(n=４４)
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下位1/4：2.２５
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中 央 値 ：2.０８
下位1/4：１.７０
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(n=４９)

平 均 値 ：2.１４
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  ⑤ 看護学科 
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３．学修成果（DPに基づく到達指標の達成状況）に対する学生の自己評価 

                                （令和元年11月に実施した本学「学修状況等調査」の結果による） 

（１）教養教育・キャリア教育 

 

  ① 幼児教育学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.9 

7.1 

21.4 

16.7 

11.9 

19.0 

21.4 

21.4 

19.0 

7.1 

16.7 

11.9 

4.8 

14.3 

19.0 

28.6 

21.4 

11.9 

73.8 

52.4 

47.6 

59.5 

66.7 

50.0 

66.7 

57.1 

64.3 

73.8 

54.8 

64.3 

81.0 

66.7 

64.3 

59.5 

66.7 

69.0 

14.3 

40.5 

31.0 

23.8 

21.4 

31.0 

11.9 

21.4 

16.7 

19.0 

28.6 

23.8 

14.3 

19.0 

16.7 

11.9 

11.9 

16.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①専門分野を学ぶ基盤となる内容の理解を深め 知識を身につける

②社会人に求められる社会変化への対応や地域への貢献などに必要な内容の理解を深め 知識を身につける

③人間や文化 社会などに関して現実の課題等に結びつて考え 適切に判断してこれを表現することの基礎を培う

④専門分野を学ぶための基盤となる総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤専門分野を学ぶための基盤となる共通の学問的な技能や技術を身につける

⑥社会人に必要なコミュニケーション能力や社会生活の基本となる技能について その基礎を身につける

⑦学修内容に興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑧地域などの社会に関心を持ち 専門分野での学びとともに学んだことを将来役立てていこうと考えながら取り組む

①職業や就労に関する基本的事項についての理解を深め 知識を身につける

②キャリアに関連する社会のしくみ 社会人に必要な基礎的な内容の理解を深め 知識を身につける

③社会的 職業的自立に向けた将来の構想 自己のキャリアについての適性を見定め 必要な能力を認識するなどの思考力 判断力の基礎を培う

④将来の進路選択のための課題解決等に関する総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤社会において活用できる専門的な知識や技術などの基礎的な技能を身に付ける

⑥キャリアの修得や進路選択のために必要な計画の立案に取り組む

⑦協働の基礎となる集団におけるマナーやコミュニケーション等に関する基礎的な技能を身につける

⑧社会の中で自己の役割を果たすことに興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑨キャリアを基本とした自己認識と将来設計に関心を持ち 自己の将来の姿を描くことに取り組む

⑩地域社会に関心を持ち 社会人として必要な行動様式を身につけていこうと考えながら取り組む

教養・キャリア教育 幼児教育学科 １年 (2018入学) (n=47)

A B C D

教養教育

キャリア教育

(%)

9.1 

6.8 

9.1 

6.8 

9.1 

6.8 

9.1 

9.1 

6.8 

4.5 

6.8 

4.5 

4.5 

11.4 

11.4 

11.4 

9.1 

9.1 

68.2 

54.5 

45.5 

63.6 

65.9 

70.5 

65.9 

63.6 

63.6 

61.4 

56.8 

59.1 

70.5 

61.4 

68.2 

63.6 

63.6 

63.6 

22.7 

36.4 

45.5 

29.5 

25.0 

22.7 

25.0 

27.3 

29.5 

34.1 

36.4 

36.4 

25.0 

25.0 

18.2 

25.0 

25.0 

27.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①専門分野を学ぶ基盤となる内容の理解を深め 知識を身につける

②社会人に求められる社会変化への対応や地域への貢献などに必要な内容の理解を深め 知識を身につける

③人間や文化 社会などに関して現実の課題等に結びつて考え 適切に判断してこれを表現することの基礎を培う

④専門分野を学ぶための基盤となる総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤専門分野を学ぶための基盤となる共通の学問的な技能や技術を身につける

⑥社会人に必要なコミュニケーション能力や社会生活の基本となる技能について その基礎を身につける

⑦学修内容に興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑧地域などの社会に関心を持ち 専門分野での学びとともに学んだことを将来役立てていこうと考えながら取り組む

①職業や就労に関する基本的事項についての理解を深め 知識を身につける

②キャリアに関連する社会のしくみ 社会人に必要な基礎的な内容の理解を深め 知識を身につける

③社会的 職業的自立に向けた将来の構想 自己のキャリアについての適性を見定め 必要な能力を認識するなどの思考力 判断力の基礎を培う

④将来の進路選択のための課題解決等に関する総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤社会において活用できる専門的な知識や技術などの基礎的な技能を身に付ける

⑥キャリアの修得や進路選択のために必要な計画の立案に取り組む

⑦協働の基礎となる集団におけるマナーやコミュニケーション等に関する基礎的な技能を身につける

⑧社会の中で自己の役割を果たすことに興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑨キャリアを基本とした自己認識と将来設計に関心を持ち 自己の将来の姿を描くことに取り組む

⑩地域社会に関心を持ち 社会人として必要な行動様式を身につけていこうと考えながら取り組む

教養・キャリア教育 幼児教育学科 ２年 (2017入学) (n=26)

A B C D

教養教育

キャリア教育

(%)

6.7 

0.0 

16.7 

23.3 

26.7 

33.3 

16.7 

10.0 

10.0 

3.3 

3.3 

10.0 

6.7 

3.3 

13.3 

13.3 

20.0 

6.7 

76.7 

76.7 

56.7 

63.3 

63.3 

50.0 

56.7 

70.0 

73.3 

63.3 

76.7 

66.7 

80.0 

76.7 

76.7 

66.7 

66.7 

76.7 

16.7 

23.3 

26.7 

13.3 

10.0 

16.7 

26.7 

20.0 

16.7 

33.3 

16.7 

23.3 

13.3 

20.0 

6.7 

20.0 

13.3 

16.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①専門分野を学ぶ基盤となる内容の理解を深め 知識を身につける

②社会人に求められる社会変化への対応や地域への貢献などに必要な内容の理解を深め 知識を身につける

③人間や文化 社会などに関して現実の課題等に結びつて考え 適切に判断してこれを表現することの基礎を培う

④専門分野を学ぶための基盤となる総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤専門分野を学ぶための基盤となる共通の学問的な技能や技術を身につける

⑥社会人に必要なコミュニケーション能力や社会生活の基本となる技能について その基礎を身につける

⑦学修内容に興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑧地域などの社会に関心を持ち 専門分野での学びとともに学んだことを将来役立てていこうと考えながら取り組む

①職業や就労に関する基本的事項についての理解を深め 知識を身につける

②キャリアに関連する社会のしくみ 社会人に必要な基礎的な内容の理解を深め 知識を身につける

③社会的 職業的自立に向けた将来の構想 自己のキャリアについての適性を見定め 必要な能力を認識するなどの思考力 判断力の基礎を培う

④将来の進路選択のための課題解決等に関する総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤社会において活用できる専門的な知識や技術などの基礎的な技能を身に付ける

⑥キャリアの修得や進路選択のために必要な計画の立案に取り組む

⑦協働の基礎となる集団におけるマナーやコミュニケーション等に関する基礎的な技能を身につける

⑧社会の中で自己の役割を果たすことに興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑨キャリアを基本とした自己認識と将来設計に関心を持ち 自己の将来の姿を描くことに取り組む

⑩地域社会に関心を持ち 社会人として必要な行動様式を身につけていこうと考えながら取り組む

教養・キャリア教育 幼児教育学科 ３年 (2017入学) (n=30)

A B C D

キャリア教育

教養教育

(%)
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  ② デザイン美術学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③ 音楽総合学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.9 

5.6 

5.6 

13.9 

8.3 

8.3 

33.3 

5.6 

11.1 

2.8 

11.1 

11.1 

5.6 

16.7 

8.3 

11.1 

8.3 

8.3 

69.4 

58.3 

75.0 

63.9 

83.3 

61.1 

58.3 

80.6 

61.1 

75.0 

63.9 

66.7 

69.4 

66.7 

66.7 

75.0 

72.2 

75.0 

13.9 

36.1 

19.4 

22.2 

8.3 

30.6 

8.3 

13.9 

27.8 

22.2 

22.2 

22.2 

22.2 

16.7 

22.2 

13.9 

16.7 

16.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①専門分野を学ぶ基盤となる内容の理解を深め 知識を身につける

②社会人に求められる社会変化への対応や地域への貢献などに必要な内容の理解を深め 知識を身につける

③人間や文化 社会などに関して現実の課題等に結びつて考え 適切に判断してこれを表現することの基礎を培う

④専門分野を学ぶための基盤となる総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤専門分野を学ぶための基盤となる共通の学問的な技能や技術を身につける

⑥社会人に必要なコミュニケーション能力や社会生活の基本となる技能について その基礎を身につける

⑦学修内容に興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑧地域などの社会に関心を持ち 専門分野での学びとともに学んだことを将来役立てていこうと考えながら取り組む

①職業や就労に関する基本的事項についての理解を深め 知識を身につける

②キャリアに関連する社会のしくみ 社会人に必要な基礎的な内容の理解を深め 知識を身につける

③社会的 職業的自立に向けた将来の構想 自己のキャリアについての適性を見定め 必要な能力を認識するなどの思考力 判断力の基礎を培う

④将来の進路選択のための課題解決等に関する総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤社会において活用できる専門的な知識や技術などの基礎的な技能を身に付ける

⑥キャリアの修得や進路選択のために必要な計画の立案に取り組む

⑦協働の基礎となる集団におけるマナーやコミュニケーション等に関する基礎的な技能を身につける

⑧社会の中で自己の役割を果たすことに興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑨キャリアを基本とした自己認識と将来設計に関心を持ち 自己の将来の姿を描くことに取り組む

⑩地域社会に関心を持ち 社会人として必要な行動様式を身につけていこうと考えながら取り組む

教養・キャリア教育 デザイン美術学科 １年 (2018入学) (n=26)

A B C D

キャリア教育

教養教育

(%)

15.4 

3.8 

11.5 

3.8 

3.8 

3.8 

19.2 

3.8 

7.7 

3.8 

3.8 

3.8 

7.7 

7.7 

7.7 

11.5 

3.8 

3.8 

69.2 

46.2 

57.7 

76.9 

88.5 

46.2 

65.4 

46.2 

53.8 

50.0 

57.7 

46.2 

46.2 

42.3 

42.3 

50.0 

38.5 

42.3 

15.4 

46.2 

30.8 

19.2 

7.7 

38.5 

15.4 

50.0 

34.6 

46.2 

38.5 

50.0 

42.3 

46.2 

50.0 

38.5 

50.0 

50.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①専門分野を学ぶ基盤となる内容の理解を深め 知識を身につける

②社会人に求められる社会変化への対応や地域への貢献などに必要な内容の理解を深め 知識を身につける

③人間や文化 社会などに関して現実の課題等に結びつて考え 適切に判断してこれを表現することの基礎を培う

④専門分野を学ぶための基盤となる総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤専門分野を学ぶための基盤となる共通の学問的な技能や技術を身につける

⑥社会人に必要なコミュニケーション能力や社会生活の基本となる技能について その基礎を身につける

⑦学修内容に興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑧地域などの社会に関心を持ち 専門分野での学びとともに学んだことを将来役立てていこうと考えながら取り組む

①職業や就労に関する基本的事項についての理解を深め 知識を身につける

②キャリアに関連する社会のしくみ 社会人に必要な基礎的な内容の理解を深め 知識を身につける

③社会的 職業的自立に向けた将来の構想 自己のキャリアについての適性を見定め 必要な能力を認識するなどの思考力 判断力の基礎を培う

④将来の進路選択のための課題解決等に関する総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤社会において活用できる専門的な知識や技術などの基礎的な技能を身に付ける

⑥キャリアの修得や進路選択のために必要な計画の立案に取り組む

⑦協働の基礎となる集団におけるマナーやコミュニケーション等に関する基礎的な技能を身につける

⑧社会の中で自己の役割を果たすことに興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑨キャリアを基本とした自己認識と将来設計に関心を持ち 自己の将来の姿を描くことに取り組む

⑩地域社会に関心を持ち 社会人として必要な行動様式を身につけていこうと考えながら取り組む

教養・キャリア教育 デザイン美術学科 ２年 (2017入学) (n=31)

A B C D

キャリア教育

教養教育

(%)

13.3 

6.7 

6.7 

24.4 

11.1 

17.8 

40.0 

22.2 

20.0 

8.9 

11.1 

17.8 

15.6 

28.9 

13.3 

24.4 

28.9 

20.0 

77.8 

53.3 

57.8 

57.8 

73.3 

44.4 

53.3 

51.1 

48.9 

64.4 

62.2 

57.8 

64.4 

48.9 

62.2 

60.0 

48.9 

57.8 

8.9 

37.8 

33.3 

13.3 

15.6 

35.6 

6.7 

26.7 

28.9 

24.4 

22.2 

24.4 

15.6 

20.0 

22.2 

15.6 

20.0 

20.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①専門分野を学ぶ基盤となる内容の理解を深め 知識を身につける

②社会人に求められる社会変化への対応や地域への貢献などに必要な内容の理解を深め 知識を身につける

③人間や文化 社会などに関して現実の課題等に結びつて考え 適切に判断してこれを表現することの基礎を培う

④専門分野を学ぶための基盤となる総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤専門分野を学ぶための基盤となる共通の学問的な技能や技術を身につける

⑥社会人に必要なコミュニケーション能力や社会生活の基本となる技能について その基礎を身につける

⑦学修内容に興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑧地域などの社会に関心を持ち 専門分野での学びとともに学んだことを将来役立てていこうと考えながら取り組む

①職業や就労に関する基本的事項についての理解を深め 知識を身につける

②キャリアに関連する社会のしくみ 社会人に必要な基礎的な内容の理解を深め 知識を身につける

③社会的 職業的自立に向けた将来の構想 自己のキャリアについての適性を見定め 必要な能力を認識するなどの思考力 判断力の基礎を培う

④将来の進路選択のための課題解決等に関する総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤社会において活用できる専門的な知識や技術などの基礎的な技能を身に付ける

⑥キャリアの修得や進路選択のために必要な計画の立案に取り組む

⑦協働の基礎となる集団におけるマナーやコミュニケーション等に関する基礎的な技能を身につける

⑧社会の中で自己の役割を果たすことに興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑨キャリアを基本とした自己認識と将来設計に関心を持ち 自己の将来の姿を描くことに取り組む

⑩地域社会に関心を持ち 社会人として必要な行動様式を身につけていこうと考えながら取り組む

教養・キャリア教育 音楽総合学科 １年 (2018入学) (n=50)

A B C D

キャリア教育

教養教育

(%)
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  ④ 歯科衛生学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.7 

18.8 

12.5 

22.9 

18.8 

20.8 

22.9 

18.8 

18.8 

16.7 

18.8 

14.6 

18.8 

25.0 

33.3 

27.1 

22.9 

16.7 

62.5 

50.0 

66.7 

56.3 

64.6 

60.4 

64.6 

66.7 

54.2 

58.3 

62.5 

68.8 

64.6 

54.2 

52.1 

56.3 

54.2 

64.6 

20.8 

29.2 

16.7 

20.8 

16.7 

16.7 

12.5 

10.4 

27.1 

25.0 

18.8 

16.7 

16.7 

20.8 

10.4 

16.7 

20.8 

18.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①専門分野を学ぶ基盤となる内容の理解を深め 知識を身につける

②社会人に求められる社会変化への対応や地域への貢献などに必要な内容の理解を深め 知識を身につける

③人間や文化 社会などに関して現実の課題等に結びつて考え 適切に判断してこれを表現することの基礎を培う

④専門分野を学ぶための基盤となる総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤専門分野を学ぶための基盤となる共通の学問的な技能や技術を身につける

⑥社会人に必要なコミュニケーション能力や社会生活の基本となる技能について その基礎を身につける

⑦学修内容に興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑧地域などの社会に関心を持ち 専門分野での学びとともに学んだことを将来役立てていこうと考えながら取り組む

①職業や就労に関する基本的事項についての理解を深め 知識を身につける

②キャリアに関連する社会のしくみ 社会人に必要な基礎的な内容の理解を深め 知識を身につける

③社会的 職業的自立に向けた将来の構想 自己のキャリアについての適性を見定め 必要な能力を認識するなどの思考力 判断力の基礎を培う

④将来の進路選択のための課題解決等に関する総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤社会において活用できる専門的な知識や技術などの基礎的な技能を身に付ける

⑥キャリアの修得や進路選択のために必要な計画の立案に取り組む

⑦協働の基礎となる集団におけるマナーやコミュニケーション等に関する基礎的な技能を身につける

⑧社会の中で自己の役割を果たすことに興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑨キャリアを基本とした自己認識と将来設計に関心を持ち 自己の将来の姿を描くことに取り組む

⑩地域社会に関心を持ち 社会人として必要な行動様式を身につけていこうと考えながら取り組む

教養・キャリア教育 音楽総合学科 ２年 (2017入学) (n=59)

A B C D

キャリア教育

教養教育

(%)

8.3 

14.6 

12.5 

10.4 

12.5 

16.7 

10.4 

8.3 

18.8 

14.6 

10.4 

14.6 

12.5 

10.4 

16.7 

16.7 

18.8 

10.4 

56.3 

50.0 

50.0 

45.8 

58.3 

47.9 

54.2 

50.0 

43.8 

52.1 

50.0 

50.0 

62.5 

60.4 

54.2 

58.3 

50.0 

54.2 

29.2 

29.2 

31.3 

37.5 

22.9 

29.2 

29.2 

33.3 

29.2 

25.0 

31.3 

27.1 

16.7 

20.8 

20.8 

16.7 

22.9 

27.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①専門分野を学ぶ基盤となる内容の理解を深め 知識を身につける

②社会人に求められる社会変化への対応や地域への貢献などに必要な内容の理解を深め 知識を身につける

③人間や文化 社会などに関して現実の課題等に結びつて考え 適切に判断してこれを表現することの基礎を培う

④専門分野を学ぶための基盤となる総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤専門分野を学ぶための基盤となる共通の学問的な技能や技術を身につける

⑥社会人に必要なコミュニケーション能力や社会生活の基本となる技能について その基礎を身につける

⑦学修内容に興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑧地域などの社会に関心を持ち 専門分野での学びとともに学んだことを将来役立てていこうと考えながら取り組む

①職業や就労に関する基本的事項についての理解を深め 知識を身につける

②キャリアに関連する社会のしくみ 社会人に必要な基礎的な内容の理解を深め 知識を身につける

③社会的 職業的自立に向けた将来の構想 自己のキャリアについての適性を見定め 必要な能力を認識するなどの思考力 判断力の基礎を培う

④将来の進路選択のための課題解決等に関する総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤社会において活用できる専門的な知識や技術などの基礎的な技能を身に付ける

⑥キャリアの修得や進路選択のために必要な計画の立案に取り組む

⑦協働の基礎となる集団におけるマナーやコミュニケーション等に関する基礎的な技能を身につける

⑧社会の中で自己の役割を果たすことに興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑨キャリアを基本とした自己認識と将来設計に関心を持ち 自己の将来の姿を描くことに取り組む

⑩地域社会に関心を持ち 社会人として必要な行動様式を身につけていこうと考えながら取り組む

教養・キャリア教育 歯科衛生学科 １年 (2018入学) (n=60)

A B C D

キャリア教育

教養教育

(%)

1.7 

3.4 

3.4 

1.7 

3.4 

6.9 

13.8 

8.6 

8.6 

5.2 

3.4 

10.3 

5.2 

12.1 

8.6 

6.9 

13.8 

5.2 

46.6 

44.8 

46.6 

58.6 

65.5 

60.3 

63.8 

63.8 

60.3 

53.4 

55.2 

56.9 

60.3 

63.8 

55.2 

74.1 

60.3 

74.1 

51.7 

50.0 

46.6 

36.2 

31.0 

32.8 

22.4 

27.6 

31.0 

41.4 

41.4 

32.8 

34.5 

22.4 

36.2 

19.0 

25.9 

20.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①専門分野を学ぶ基盤となる内容の理解を深め 知識を身につける

②社会人に求められる社会変化への対応や地域への貢献などに必要な内容の理解を深め 知識を身につける

③人間や文化 社会などに関して現実の課題等に結びつて考え 適切に判断してこれを表現することの基礎を培う

④専門分野を学ぶための基盤となる総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤専門分野を学ぶための基盤となる共通の学問的な技能や技術を身につける

⑥社会人に必要なコミュニケーション能力や社会生活の基本となる技能について その基礎を身につける

⑦学修内容に興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑧地域などの社会に関心を持ち 専門分野での学びとともに学んだことを将来役立てていこうと考えながら取り組む

①職業や就労に関する基本的事項についての理解を深め 知識を身につける

②キャリアに関連する社会のしくみ 社会人に必要な基礎的な内容の理解を深め 知識を身につける

③社会的 職業的自立に向けた将来の構想 自己のキャリアについての適性を見定め 必要な能力を認識するなどの思考力 判断力の基礎を培う

④将来の進路選択のための課題解決等に関する総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤社会において活用できる専門的な知識や技術などの基礎的な技能を身に付ける

⑥キャリアの修得や進路選択のために必要な計画の立案に取り組む

⑦協働の基礎となる集団におけるマナーやコミュニケーション等に関する基礎的な技能を身につける

⑧社会の中で自己の役割を果たすことに興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑨キャリアを基本とした自己認識と将来設計に関心を持ち 自己の将来の姿を描くことに取り組む

⑩地域社会に関心を持ち 社会人として必要な行動様式を身につけていこうと考えながら取り組む

教養・キャリア教育 歯科衛生学科 ２年 (2017入学) (n=43)

A B C D

キャリア教育

教養教育

(%)
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  ⑤ 看護学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.1 

2.0 

6.1 

10.2 

10.2 

14.3 

8.2 

12.2 

10.2 

2.0 

6.1 

14.3 

8.2 

12.2 

24.5 

12.2 

18.4 

10.2 

77.6 

79.6 

71.4 

63.3 

81.6 

69.4 

77.6 

63.3 

69.4 

81.6 

75.5 

75.5 

71.4 

75.5 

61.2 

71.4 

59.2 

61.2 

16.3 

16.3 

20.4 

24.5 

8.2 

16.3 

14.3 

18.4 

20.4 

14.3 

14.3 

8.2 

18.4 

12.2 

10.2 

14.3 

20.4 

24.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①専門分野を学ぶ基盤となる内容の理解を深め 知識を身につける

②社会人に求められる社会変化への対応や地域への貢献などに必要な内容の理解を深め 知識を身につける

③人間や文化 社会などに関して現実の課題等に結びつて考え 適切に判断してこれを表現することの基礎を培う

④専門分野を学ぶための基盤となる総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤専門分野を学ぶための基盤となる共通の学問的な技能や技術を身につける

⑥社会人に必要なコミュニケーション能力や社会生活の基本となる技能について その基礎を身につける

⑦学修内容に興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑧地域などの社会に関心を持ち 専門分野での学びとともに学んだことを将来役立てていこうと考えながら取り組む

①職業や就労に関する基本的事項についての理解を深め 知識を身につける

②キャリアに関連する社会のしくみ 社会人に必要な基礎的な内容の理解を深め 知識を身につける

③社会的 職業的自立に向けた将来の構想 自己のキャリアについての適性を見定め 必要な能力を認識するなどの思考力 判断力の基礎を培う

④将来の進路選択のための課題解決等に関する総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤社会において活用できる専門的な知識や技術などの基礎的な技能を身に付ける

⑥キャリアの修得や進路選択のために必要な計画の立案に取り組む

⑦協働の基礎となる集団におけるマナーやコミュニケーション等に関する基礎的な技能を身につける

⑧社会の中で自己の役割を果たすことに興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑨キャリアを基本とした自己認識と将来設計に関心を持ち 自己の将来の姿を描くことに取り組む

⑩地域社会に関心を持ち 社会人として必要な行動様式を身につけていこうと考えながら取り組む

教養・キャリア教育 歯科衛生学科 ３年 (2016入学) (n=58)

A B C D

キャリア教育

教養教育

(%)

7.8 

3.9 

3.9 

2.6 

5.2 

15.6 

14.3 

3.9 

10.4 

6.5 

6.5 

11.7 

9.1 

11.7 

11.7 

11.7 

11.7 

6.5 

70.1 

67.5 

68.8 

76.6 

76.6 

64.9 

70.1 

71.4 

70.1 

72.7 

66.2 

67.5 

66.2 

66.2 

71.4 

70.1 

66.2 

66.2 

20.8 

28.6 

27.3 

18.2 

18.2 

19.5 

15.6 

24.7 

16.9 

19.5 

27.3 

20.8 

22.1 

19.5 

13.0 

18.2 

20.8 

27.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①専門分野を学ぶ基盤となる内容の理解を深め 知識を身につける

②社会人に求められる社会変化への対応や地域への貢献などに必要な内容の理解を深め 知識を身につける

③人間や文化 社会などに関して現実の課題等に結びつて考え 適切に判断してこれを表現することの基礎を培う

④専門分野を学ぶための基盤となる総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤専門分野を学ぶための基盤となる共通の学問的な技能や技術を身につける

⑥社会人に必要なコミュニケーション能力や社会生活の基本となる技能について その基礎を身につける

⑦学修内容に興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑧地域などの社会に関心を持ち 専門分野での学びとともに学んだことを将来役立てていこうと考えながら取り組む

①職業や就労に関する基本的事項についての理解を深め 知識を身につける

②キャリアに関連する社会のしくみ 社会人に必要な基礎的な内容の理解を深め 知識を身につける

③社会的 職業的自立に向けた将来の構想 自己のキャリアについての適性を見定め 必要な能力を認識するなどの思考力 判断力の基礎を培う

④将来の進路選択のための課題解決等に関する総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤社会において活用できる専門的な知識や技術などの基礎的な技能を身に付ける

⑥キャリアの修得や進路選択のために必要な計画の立案に取り組む

⑦協働の基礎となる集団におけるマナーやコミュニケーション等に関する基礎的な技能を身につける

⑧社会の中で自己の役割を果たすことに興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑨キャリアを基本とした自己認識と将来設計に関心を持ち 自己の将来の姿を描くことに取り組む

⑩地域社会に関心を持ち 社会人として必要な行動様式を身につけていこうと考えながら取り組む

教養・キャリア教育 看護学科 ２年 (2018入学) (n=71)

A B C D

キャリア教育

教養教育

(%)

10.5 

11.6 

8.4 

11.6 

10.5 

16.8 

12.6 

11.6 

12.6 

8.4 

8.4 

10.5 

10.5 

15.8 

25.3 

11.6 

13.7 

10.5 

52.6 

57.9 

61.1 

60.0 

66.3 

53.7 

58.9 

61.1 

57.9 

66.3 

64.2 

63.2 

60.0 

58.9 

47.4 

61.1 

64.2 

63.2 

32.6 

27.4 

27.4 

24.2 

20.0 

26.3 

24.2 

23.2 

25.3 

24.2 

24.2 

25.3 

25.3 

23.2 

26.3 

24.2 

20.0 

21.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①専門分野を学ぶ基盤となる内容の理解を深め 知識を身につける

②社会人に求められる社会変化への対応や地域への貢献などに必要な内容の理解を深め 知識を身につける

③人間や文化 社会などに関して現実の課題等に結びつて考え 適切に判断してこれを表現することの基礎を培う

④専門分野を学ぶための基盤となる総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤専門分野を学ぶための基盤となる共通の学問的な技能や技術を身につける

⑥社会人に必要なコミュニケーション能力や社会生活の基本となる技能について その基礎を身につける

⑦学修内容に興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑧地域などの社会に関心を持ち 専門分野での学びとともに学んだことを将来役立てていこうと考えながら取り組む

①職業や就労に関する基本的事項についての理解を深め 知識を身につける

②キャリアに関連する社会のしくみ 社会人に必要な基礎的な内容の理解を深め 知識を身につける

③社会的 職業的自立に向けた将来の構想 自己のキャリアについての適性を見定め 必要な能力を認識するなどの思考力 判断力の基礎を培う

④将来の進路選択のための課題解決等に関する総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤社会において活用できる専門的な知識や技術などの基礎的な技能を身に付ける

⑥キャリアの修得や進路選択のために必要な計画の立案に取り組む

⑦協働の基礎となる集団におけるマナーやコミュニケーション等に関する基礎的な技能を身につける

⑧社会の中で自己の役割を果たすことに興味や関心を持ち 見通しをもって主体的 意欲的に取り組む

⑨キャリアを基本とした自己認識と将来設計に関心を持ち 自己の将来の姿を描くことに取り組む

⑩地域社会に関心を持ち 社会人として必要な行動様式を身につけていこうと考えながら取り組む

教養・キャリア教育 看護学科 ３年 (2017入学) (n=83)

A B C D

キャリア教育

教養教育

(%)
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（２）専門教育 

 

  ① 幼児教育学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.3 

23.8 

9.5 

14.3 

21.4 

4.8 

23.8 

11.9 

9.5 

21.4 

9.5 

11.9 

61.9 

64.3 

73.8 

61.9 

52.4 

52.4 

35.7 

47.6 

38.1 

66.7 

69.0 

52.4 

2.4 

9.5 

14.3 

23.8 

23.8 

35.7 

40.5 

40.5 

50.0 

11.9 

21.4 

35.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①遊びの中に存在する学びについて理解する

②子どもの発達過程を支えるための 発達段階や発達課題について理解する

③子どもの遊びや生活を支えるための 環境構成や援助の在り方について必要な知識を身につける

④教育・福祉の専門分野を学ぶための基本となる総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤子どもの行為の意味に気づき それらを分析・判断し実践に活かそうとする

⑥時代の変化や様々な価値観 地域の特性に対応できる柔軟性を身につけ 実践を地域や保護者に説明しようとする

⑦子どもをみとる力や 援助するために必要となる多様な保育技術を身につける

⑧一人ひとりの子ども理解に応じた援助や環境構成

⑨保育実践や社会生活で必要なコミュニケーション能力を身につけ 職員や保護者などと柔軟に関わり連携する

⑩豊かな感性と教養を養い 理想の保育者像を描き 常に研鑽に努める

⑪社会事象や課題 子どもを取り巻く環境などに関心をもち 実践を常に振り返り 子どもの最善の利益のために新たな方法や手だてを行おうとする

⑫社会に貢献する使命感と責任感を持って 様々な課題に対応するため地域と連携し 積極的に行動する

専門教育 幼児教育学科 １年 (2019入学) (n=42)

A B C D

(%)

到達のめやす（ A:100～80%、B:79～60%、C:59～20%、D:19～0% ）

18.2 

11.4 

6.8 

6.8 

4.5 

6.8 

6.8 

6.8 

4.5 

6.8 

9.1 

4.5 

61.4 

65.9 

65.9 

68.2 

72.7 

52.3 

61.4 

50.0 

50.0 

70.5 

63.6 

65.9 

20.5 

22.7 

27.3 

25.0 

22.7 

38.6 

31.8 

43.2 

45.5 

22.7 

27.3 

29.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①遊びの中に存在する学びについて理解する

②子どもの発達過程を支えるための 発達段階や発達課題について理解する

③子どもの遊びや生活を支えるための 環境構成や援助の在り方について必要な知識を身につける

④教育・福祉の専門分野を学ぶための基本となる総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤子どもの行為の意味に気づき それらを分析・判断し実践に活かそうとする

⑥時代の変化や様々な価値観 地域の特性に対応できる柔軟性を身につけ 実践を地域や保護者に説明しようとする

⑦子どもをみとる力や 援助するために必要となる多様な保育技術を身につける

⑧一人ひとりの子ども理解に応じた援助や環境構成

⑨保育実践や社会生活で必要なコミュニケーション能力を身につけ 職員や保護者などと柔軟に関わり連携する

⑩豊かな感性と教養を養い 理想の保育者像を描き 常に研鑽に努める

⑪社会事象や課題 子どもを取り巻く環境などに関心をもち 実践を常に振り返り 子どもの最善の利益のために新たな方法や手だてを行おうとする

⑫社会に貢献する使命感と責任感を持って 様々な課題に対応するため地域と連携し 積極的に行動する

専門教育 幼児教育学科 ２年 (2018入学) (n=44)

A B C D

(%)

到達のめやす（ A:100～80%、B:79～60%、C:59～20%、D:19～0% ）

26.7 

6.7 

13.3 

6.7 

20.0 

0.0 

20.0 

13.3 

6.7 

3.3 

10.0 

13.3 

63.3 

83.3 

70.0 

73.3 

76.7 

73.3 

66.7 

76.7 

73.3 

76.7 

70.0 

63.3 

10.0 

10.0 

13.3 

20.0 

3.3 

23.3 

13.3 

6.7 

20.0 

16.7 

16.7 

23.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①遊びの中に存在する学びについて理解する

②子どもの発達過程を支えるための 発達段階や発達課題について理解する

③子どもの遊びや生活を支えるための 環境構成や援助の在り方について必要な知識を身につける

④教育・福祉の専門分野を学ぶための基本となる総合的な思考力や判断力 表現力の基礎を培う

⑤子どもの行為の意味に気づき それらを分析・判断し実践に活かそうとする

⑥時代の変化や様々な価値観 地域の特性に対応できる柔軟性を身につけ 実践を地域や保護者に説明しようとする

⑦子どもをみとる力や 援助するために必要となる多様な保育技術を身につける

⑧一人ひとりの子ども理解に応じた援助や環境構成

⑨保育実践や社会生活で必要なコミュニケーション能力を身につけ 職員や保護者などと柔軟に関わり連携する

⑩豊かな感性と教養を養い 理想の保育者像を描き 常に研鑽に努める

⑪社会事象や課題 子どもを取り巻く環境などに関心をもち 実践を常に振り返り 子どもの最善の利益のために新たな方法や手だてを行おうとする

⑫社会に貢献する使命感と責任感を持って 様々な課題に対応するため地域と連携し 積極的に行動する

専門教育 幼児教育学科 ３年 (2017入学) (n=30)

A B C D

(%)
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  ② デザイン美術学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③ 音楽総合学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.2 

16.7 

13.9 

13.9 

8.3 

5.6 

16.7 

13.9 

16.7 

47.2 

22.2 

8.3 

66.7 

77.8 

75.0 

69.4 

80.6 

86.1 

75.0 

75.0 

55.6 

52.8 

77.8 

66.7 

11.1 

5.6 

11.1 

13.9 

11.1 

8.3 

8.3 

11.1 

27.8 

0.0 

0.0 

25.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①美術・デザイン分野を学ぶ基盤となる知識を有する

②美術・デザイン分野を学ぶ基盤となる知識への理解を深める

③美術的表現の理論を修得し 応用させる

④美術的表現の必要性を 総合的に考える

⑤美術的表現での 要・不要や是非を判断できる

⑥制作実践において 意義ある美的表現ができる

⑦美術表現上 必要な技法を修得する

⑧継続的に研究をし 視覚表現の提案ができる

⑨クリエイターとして必要なコミュニケーション能力を修得

⑩美的なものに興味や関心を持ち続ける

⑪真摯な気持ちで美術・デザイン分野の研究に 主体的・意欲的に取り組む

⑫社会貢献する気持ちを持ち 地域と連携し積極的に行動する

専門教育 デザイン美術学科 １年 (2019入学) (n=36)

A B C D

(%)

到達のめやす（ A:100～80%、B:79～60%、C:59～20%、D:19～0% ）

19.2 

11.5 

7.7 

15.4 

3.8 

7.7 

11.5 

0.0 

15.4 

38.5 

26.9 

3.8 

65.4 

88.5 

57.7 

61.5 

69.2 

69.2 

69.2 

65.4 

46.2 

61.5 

46.2 

38.5 

15.4 

0.0 

34.6 

23.1 

26.9 

23.1 

19.2 

34.6 

30.8 

0.0 

26.9 

46.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①美術・デザイン分野を学ぶ基盤となる知識を有する

②美術・デザイン分野を学ぶ基盤となる知識への理解を深める

③美術的表現の理論を修得し 応用させる

④美術的表現の必要性を 総合的に考える

⑤美術的表現での 要・不要や是非を判断できる

⑥制作実践において 意義ある美的表現ができる

⑦美術表現上 必要な技法を修得する

⑧継続的に研究をし 視覚表現の提案ができる

⑨クリエイターとして必要なコミュニケーション能力を修得

⑩美的なものに興味や関心を持ち続ける

⑪真摯な気持ちで美術・デザイン分野の研究に 主体的・意欲的に取り組む

⑫社会貢献する気持ちを持ち 地域と連携し積極的に行動する

専門教育 デザイン美術学科２年 (2018入学) (n=26)

A B C D

(%)

到達のめやす（ A:100～80%、B:79～60%、C:59～20%、D:19～0% ）

22.2 

15.6 

28.9 

13.3 

26.7 

17.8 

42.2 

62.2 

53.3 

33.3 

48.9 

40.0 

48.9 

55.6 

48.9 

33.3 

22.2 

44.4 

17.8 

35.6 

20.0 

24.4 

8.9 

4.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①曲の調性や楽語について理解する

②曲を理解するための歴史や作曲家についての必要な知識を身につける

③楽譜を読み 書くことができる

④演奏に適した調を判断し 必要に応じた移調ができる

⑤専門家として必要な演奏の技術 楽器修復技術などを身につける

⑥関係職種とコミュニケーションを取り 問題解決に取り組む

⑦積極的で継続した学びの態度を身につける

⑧音楽が人と人を結びつけるものであることを理解する

専門教育 音楽総合学科 １年 (2019入学) (n=45)

A B C D

(%)

到達のめやす（ A:100～80%、B:79～60%、C:59～20%、D:19～0% ）
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  ④ 歯科衛生学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.8 

10.4 

31.3 

22.9 

22.9 

16.7 

29.2 

60.4 

58.3 

33.3 

41.7 

43.8 

47.9 

62.5 

58.3 

31.3 

18.8 

54.2 

25.0 

31.3 

25.0 

20.8 

12.5 

8.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①曲の調性や楽語について理解する

②曲を理解するための歴史や作曲家についての必要な知識を身につける

③楽譜を読み 書くことができる

④演奏に適した調を判断し 必要に応じた移調ができる

⑤専門家として必要な演奏の技術 楽器修復技術などを身につける

⑥関係職種とコミュニケーションを取り 問題解決に取り組む

⑦積極的で継続した学びの態度を身につける

⑧音楽が人と人を結びつけるものであることを理解する

専門教育 音楽総合学科 ２年 (2018入学) (n=48)

A B C D

(%)

到達のめやす（ A:100～80%、B:79～60%、C:59～20%、D:19～0% ）

0.0 

4.2 

2.1 

2.1 

0.0 

2.1 

4.2 

2.1 

4.2 

0.0 

2.1 

4.2 

43.8 

56.3 

41.7 

54.2 

37.5 

35.4 

43.8 

50.0 

20.8 

43.8 

52.1 

27.1 

47.9 

29.2 

45.8 

33.3 

54.2 

52.1 

41.7 

35.4 

16.7 

43.8 

33.3 

14.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①全身と口腔の健康の関連を医学的に説明できる

②口腔疾患を予防し、口腔保健を向上させるために必要となる基本的な知識を身につける

③歯科衛生士としての専門性に繋がる教養の基本的知識を修得し応用ができる

④歯科保健・医療・福祉の専門分野を学ぶための基本となる総合的な思考力や判断力、表現力の基礎を培う

⑤人々の健康に関する実際の問題の解決に向けて、科学的な根拠に基づいて論理的に考える

⑥歯科医療場面での正しい判断を、医療倫理の観点から検討することができる

⑦口腔の健康やリスクを評価し指導計画を立て、対象者に説明できる

⑧口腔疾患の予防のための基本的な施術や適切な口腔衛生指導が実施できる

⑨歯科医療におけるチームワークの重要性を理解し他の医療従事者との連携ができ、地域歯科保健の維持・向上のため、地域住民の視点に立ちコミュニケーションがとれる

⑩人々の口腔の健康を守ることで、人の心と体を守ることに寄与する歯科衛生士の職責への十分な自覚を持ち、医療人としての自己管理のもとに対象者本位の立場で対応ができる

⑪歯科医療において自ら問題点を探し出し、関心と意欲をもって解決するための能力を培う

⑫地域社会に貢献する歯科衛生士の使命感を持って積極的に行動できる

専門教育 歯科衛生学科 １年 (2019入学) (n=48)

A B C D

(%)

到達のめやす（ A:100～80%、B:79～60%、C:59～20%、D:19～0% ）

3.4 

3.4 

3.4 

5.2 

5.2 

3.4 

5.2 

3.4 

10.3 

5.2 

8.6 

6.9 

44.8 

53.4 

51.7 

46.6 

41.4 

34.5 

56.9 

69.0 

46.6 

63.8 

56.9 

63.8 

51.7 

43.1 

44.8 

46.6 

53.4 

62.1 

37.9 

27.6 

43.1 

31.0 

34.5 

29.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①全身と口腔の健康の関連を医学的に説明できる

②口腔疾患を予防し、口腔保健を向上させるために必要となる基本的な知識を身につける

③歯科衛生士としての専門性に繋がる教養の基本的知識を修得し応用ができる

④歯科保健・医療・福祉の専門分野を学ぶための基本となる総合的な思考力や判断力、表現力の基礎を培う

⑤人々の健康に関する実際の問題の解決に向けて、科学的な根拠に基づいて論理的に考える

⑥歯科医療場面での正しい判断を、医療倫理の観点から検討することができる

⑦口腔の健康やリスクを評価し指導計画を立て、対象者に説明できる

⑧口腔疾患の予防のための基本的な施術や適切な口腔衛生指導が実施できる

⑨歯科医療におけるチームワークの重要性を理解し他の医療従事者との連携ができ、地域歯科保健の維持・向上のため、地域住民の視点に立ちコミュニケーションがとれる

⑩人々の口腔の健康を守ることで、人の心と体を守ることに寄与する歯科衛生士の職責への十分な自覚を持ち、医療人としての自己管理のもとに対象者本位の立場で対応ができる

⑪歯科医療において自ら問題点を探し出し、関心と意欲をもって解決するための能力を培う

⑫地域社会に貢献する歯科衛生士の使命感を持って積極的に行動できる

専門教育 歯科衛生学科 ２年 (2018入学) (n=58)

A B C D

(%)

到達のめやす（ A:100～80%、B:79～60%、C:59～20%、D:19～0% ）
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  ⑤ 看護学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.2 

14.3 

10.2 

6.1 

8.2 

8.2 

6.1 

8.2 

10.2 

12.2 

14.3 

14.3 

67.3 

67.3 

73.5 

73.5 

65.3 

69.4 

69.4 

75.5 

73.5 

77.6 

67.3 

71.4 

24.5 

16.3 

14.3 

20.4 

26.5 

20.4 

20.4 

14.3 

14.3 

8.2 

18.4 

10.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①全身と口腔の健康の関連を医学的に説明できる

②口腔疾患を予防し、口腔保健を向上させるために必要となる基本的な知識を身につける

③歯科衛生士としての専門性に繋がる教養の基本的知識を修得し応用ができる

④歯科保健・医療・福祉の専門分野を学ぶための基本となる総合的な思考力や判断力、表現力の基礎を培う

⑤人々の健康に関する実際の問題の解決に向けて、科学的な根拠に基づいて論理的に考える

⑥歯科医療場面での正しい判断を、医療倫理の観点から検討することができる

⑦口腔の健康やリスクを評価し指導計画を立て、対象者に説明できる

⑧口腔疾患の予防のための基本的な施術や適切な口腔衛生指導が実施できる

⑨歯科医療におけるチームワークの重要性を理解し他の医療従事者との連携ができ、地域歯科保健の維持・向上のため、地域住民の視点に立ちコミュニケーションがとれる

⑩人々の口腔の健康を守ることで、人の心と体を守ることに寄与する歯科衛生士の職責への十分な自覚を持ち、医療人としての自己管理のもとに対象者本位の立場で対応ができる

⑪歯科医療において自ら問題点を探し出し、関心と意欲をもって解決するための能力を培う

⑫地域社会に貢献する歯科衛生士の使命感を持って積極的に行動できる

専門教育 歯科衛生学科 ３年 (2017入学) (n=49)

A B C D

(%)

到達のめやす（ A:100～80%、B:79～60%、C:59～20%、D:19～0% ）

9.1 

7.8 

9.1 

5.2 

19.5 

15.6 

10.4 

5.2 

11.7 

3.9 

6.5 

10.4 

71.4 

68.8 

62.3 

71.4 

64.9 

63.6 

71.4 

75.3 

70.1 

71.4 

72.7 

72.7 

18.2 

20.8 

27.3 

19.5 

14.3 

18.2 

15.6 

18.2 

14.3 

20.8 

16.9 

13.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①人間の発達や 現代社会における人々の生活と健康に関連した幅広い知識・教養を身につける

②看護実践に必要な保健・医療・福祉に関する専門的知識を習得する

③生命の尊厳と人権尊重の理念 さらに看護場面における倫理的問題について理解する

④人々の健康と生活に関する問題の解決に向けて 科学的根拠に基づいて論理的に考え 判断し表現する

⑤看護実践のあらゆる場面において 情報の共有と保護を思考・判断し 守秘義務を遵守する

⑥講義や臨地実習を通して チーム医療における多職種の連携と看護師の役割・責務について考える

⑦対象に応じたコミュ二ケーション技法を活用し 援助的人間関係を築く

⑧対象に応じて 根拠に基づいた適切な看護技術を選択し 実践する

⑨多様な価値観を持つ対象の思いを理解・尊重し 共感できる

⑩保健・医療・福祉分野の動向や新しい情報に関心をよせ 看護職として地域貢献のあり方を考える

⑪自己の興味・関心・問題意識に関する事柄について文献・情報収集し探求できる

⑫講義や臨地実習を通して自覚した諸問題に対し 主体的・継続的に努力する

専門教育 看護学科 ２年 (2018入学) (n=77)

A B C D

(%)

到達のめやす（ A:100～80%、B:79～60%、C:59～20%、D:19～0% ）

13.7 

15.8 

15.8 

12.6 

33.7 

23.2 

25.3 

12.6 

24.2 

8.4 

9.5 

16.8 

54.7 

54.7 

54.7 

56.8 

42.1 

51.6 

47.4 

60.0 

47.4 

67.4 

61.1 

52.6 

28.4 

26.3 

26.3 

27.4 

22.1 

21.1 

24.2 

23.2 

26.3 

21.1 

27.4 

27.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①人間の発達や 現代社会における人々の生活と健康に関連した幅広い知識・教養を身につける

②看護実践に必要な保健・医療・福祉に関する専門的知識を習得する

③生命の尊厳と人権尊重の理念 さらに看護場面における倫理的問題について理解する

④人々の健康と生活に関する問題の解決に向けて 科学的根拠に基づいて論理的に考え 判断し表現する

⑤看護実践のあらゆる場面において 情報の共有と保護を思考・判断し 守秘義務を遵守する

⑥講義や臨地実習を通して チーム医療における多職種の連携と看護師の役割・責務について考える

⑦対象に応じたコミュ二ケーション技法を活用し 援助的人間関係を築く

⑧対象に応じて 根拠に基づいた適切な看護技術を選択し 実践する

⑨多様な価値観を持つ対象の思いを理解・尊重し 共感できる

⑩保健・医療・福祉分野の動向や新しい情報に関心をよせ 看護職として地域貢献のあり方を考える

⑪自己の興味・関心・問題意識に関する事柄について文献・情報収集し探求できる

⑫講義や臨地実習を通して自覚した諸問題に対し 主体的・継続的に努力する

専門教育 看護学科 ３年 (2017入学) (n=95)

A B C D

(%)

到達のめやす（ A:100～80%、B:79～60%、C:59～20%、D:19～0% ）
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平成30年度授業を受けた時間 （１週間） (n=666)
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48.9 

19.4 
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授業に関係する内容 自主的な内容

平成30年度授業外学修の状況（１週間）

0時間 1～5時間 6～10時間 11～15時間 16時間以上

(%)

(n=669)

４．学修時間の状況   （令和元（２０１９）年度短大生調査[短期大学基準協会]結果による） 

 

（１）授業を受けた時間（1週間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）授業外学修の時間（1週間）                       （「短大生調査2019[短期大学基準協会]」結果から作成） 

  （授業に関係する内容：予習・復習・課題等、自主的な内容：その他の学修） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          （「短大生調査2019[短期大学基準協会]」結果から作成） 
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33.5 

48.9 
44.6 

24.2 

12.9 
10.8 

4.5 

9.7 

4.5 

0
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授業に関係する内容 自主的な内容

令和元年度授業外学修の状況（１週間）

0時間 1～5時間 6～10時間 11～15時間 16時間以上

(%)

(n=557)

1.4 
4.3 

15.8 

6.8 

11.3 

24.8 
26.8 

8.8 

0

5

10

15

20

25

30

令和元年度授業を受けた時間 （１週間） (n=558)
(%)

0.8 

5.7 

13.3 13.7 

17.6 
20.4 

17.6 

10.9 

0

5

10

15
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30
令和元年度授業を受けた時間 （１週間）

（短大生調査全体）

(n=20717)
(%)

以上 

14.9 

49.3 

59.6 

37.7 

14.6 
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2.8 
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A 授業に関係する内容 B 自主的な内容

令和元年度授業外学修の状況（１週間）

（短大生調査全体）

0時間 1～5時間 6～10時間 11～15時間 16時間以上

(%)

(A:n=20783)

(B:n=２０７７３)


